
  

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ名称 下関市立熊野小学校ＰＴＡ 
 

所在地  下関市 熊野西町 １０番１号 
 

 

 

 

学校地域の 

概要・組織 

 本校は、平成２年開校。開校に合わせ執筆された「熊野考」に「熊野は、

山また山に囲まれた隠れ里のような小さな集落であった。」「今から百年前、

権現山には熊野神社があり、その山懐に熊野小学校という小さな学校が建

っていた。」１３０年以上経った今、児童数７００名で県内でも有数の大規

模校になっている。オープンスペースや中庭、野外ステージを備えた下関

で一番新しい学校である。保護者や地域の方の教育に対する期待は大きく、

本校教育に対して熱心で協力の気風も強い。 

 また、平成２４年からコミュニティ・スクールとして、地域学校連携活

動を実践し、地域と学校の絆を深めている。 

 

研究テーマ 

地域学校協働活動の推進 

  地域ボランティア活動を通して再発見！！「通学路ピカピカ大作戦」 

   ～多くの人との関わりの中で自分たちにできる事を見つける～ 

 

 

 

 

 

 

成果 

 現在、中学１年生の生徒が小学校６年生の時に、総合で SDGｓの学習を

した。「町にごみがあふれると、そのごみが海に流れ出て海を汚し、魚に影

響を及ぼす。自分たちにできる事はないだろうか」との思いから始まった

活動である。 

 地域では、毎月第４土曜日に自治会役員でごみ拾いを行ってきたが、３

名の役員では、なかなか手が足りていないことを知り、児童・保護者が地

域住民と一緒に活動することで、双方の課題解決へとつながった。 

 熊野小学校児童だけでなく、川中中学校生徒にも参加を呼びかけること

で、活動の準備や進行を積極的に請け負ってくれ、盛り上がりをみせた。 

また、のぼり旗が活動の目印となり、地域の関心を得ることができた。 

 通学路でもある地域の清掃を多くの人々がともに行うことで、自然に会

話が弾み、交流することができた。 

 また、ごみ拾いを通して、自分の住む町をきれいにできたという達成感

を得ると同時に、さまざまなごみが捨てられている現状を目の当たりにし、

ポイ捨ては、絶対しないという意識を持つことができた。 

地域ボランティア活動を通して再発見！！ 

         「通学路ピカピカ大作戦」 

 

 

 

生きる力の育成 

熊野小学校 PTA 

 

 

 

令和５年度 



 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

定期的に開催している「通学路ピカピカ大作戦」で地域との交流は、できる

ようになってきたが、参加者が固定化しているため、回覧などで地域へ情報発

信し、多くの人の参加を促し、活動の継続と充実の必要性を感じる。 

また、参加者を増やすことで、清掃地域の固定化（現在２コース）からの脱

却が必要である。 

 児童の発案の「通学路ピカピカ大作戦！！」このように「誰でも参加できる

活動」「子どもたちの地域貢献につながる活動」をさらに充実させることが課題

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜当日までの流れ＞ 

① 通学路ピカピカ大作戦の案内プリントを熊野小学校児童・川中中学校生徒

に配付する。 

② 開催日前日の昼の放送で、再度活動の案内をする。 

③ 開催日 

令和５年４月２９日（土）９：００～１０：３０ 

令和５年６月２４日（土）９：００～１０：３０ 

令和５年７月２９日（日）８：００～９：００（夏祭り翌日） 

令和５年８月２６日（土）９：００～１０：３０ 

令和５年９月３０日（土）９：００～１０：３０ 

令和５年１０月２８日（土）９：００～１０：３０ 

令和５年１１月２５日（土）９：００～１０：３０ 

令和６年１月２７日（土）９：００～１０：３０ 

 

＜当日の内容＞ 

① ごみ拾いに必要な道具、受付の準備をする。 

② 進行・あいさつの役割分担をする。 

③ 地域の方と清掃場所の打ち合わせをする。  

  

＜通学路ピカピカ大作戦＞ 

① 受付・道具の配付をする。 

② 開会行事として、児童または生徒のあいさつの後、地域の方から清掃場所

の説明をしてもらう。 

③ ２グループ（熊野方面・川中豊町方面）に分かれ、スタートする。 

④ 歩きながら、歩道や斜面のごみを拾う。（車道に出ないよう注意をする） 

⑤ 集合場所の熊野小学校で、各自で集めたごみをブルーシートに出し、分別

をする。 

⑥ 分別したごみを回収場所へ運ぶ。 

⑦ 閉会行事として、児童または生徒のあいさつ（参加した感想やごみ拾いの

成果の紹介）の後、次回活動の案内を行う。 



＜写真・資料＞ 

           

      のぼり旗を目印に         小学生も中学生も地域のみなさんも一緒  

      

            坂の上や溝のごみも見逃さずに  

         

   さまざまな種類のごみ ごみ ごみ       中学生も地域の方とお話  

          

 


